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賤
近
我
邪
に‘於
て
最
も
多
乂
世
論
の
往
澈
か
促
せ
：じ
も
の
は
沄
ふ
迄
も 

な
く
、
戈
那
關
税
吹
訂
間
瓸̂
众
す
。
而
し<

此
叫
瓸
1:
對
す
る
我
識
潘 

の
論
饑
は
多
く
本
邦
の
經
濟
的
利
赉
得
失
か
カ
說
す
る
|:
急
な
る
結
果 

と
し
て
、
梢
も
す
れ
は
之
れ
が
戈
那
方
前|-
及
ぼ
す
影
響
の
是
非
如
何 

か
論
究
す
る
贴
|:
於
て
遺
^

少
か
ら
す
、
而
し
弋
此
畎
陷
か
補
宄
すみ
 

1

の
は
即
ち
本
帯|:
し
て
、

一
而
此
翁
は
交
则0
铒
戤
1

が
粜
し
て 

水
即
題
に
對
し
弋
如
何
对
見
解
か
有
す
る
や
か
知
る
の
好
鼓
料
れ
り
。 

本
带
ば
前
後
の
兩
篇
！

1

別
?:

れ
、
前
篇
は
主
と
し
て
、
戈
.那
此
港
に
於 

け
る
關
税
の
發
展
史

1
1

し
.ズ
、
諸
溃
は
之
れ
、が
歷
史
か
四
期
|:

险
別
し
、 

紙

I

期
は
西
播
十
四
世
紐
の®

ょ
リ
饱
贫
條
約(

一

八
四
三)

.迄
、
第 

1

•
!期
谈
南
谅
做
約
以
後
千
ん
诃
八
十
五
年
迢
、
第
三
期
は
千
八
莨
八
十 

五
印
ょ
リ
千
九W

六
牟
迄
"

第
四
期
は
千
九¥|
六
年
ょ
リ
今=
:迄
、
と 

な
せ
リ
、
而
し
て
文
邵
现
時
の
問
妞
と
し
て
は
敎
淠
は

一

M .

、
現
！

2；

五 

分
税
攻
町
=
說
か
虫
张
す
る
と
共|:
、
又
た
他
の
，

1

而
に
於
て
は
、
駿
命
の 

賧

.1
1
*と
1

桃
取
财
加
の
诎
胆
と
か
研
究
す
る
の
胳
耍
な
る
所
以
か
論

、

V

 

リ
、
即
ち
敎̂

自
か
ら
の
赏‘
仳
リ
弋
沄
へ
ば‘

k
邪
！！

於
け
る
商
業
上

第
六
独 

一
H
四

の
見
地
ょ
リ
し
ズ
列
强
の
正
常
な
る
政
娘
は
文
邵
人
の
，消
找
能
カ
^
發 

逯
せ
し
む
5
|:
ぁ
リ
"
然
か
も
之
れ
が
能
力
の
發
逮
は
M
金
^
癥

JK
す 

る
|:
あ
ら
す
ん
ば
到
底
不
«4
能
众
リ
、
仉
支
那
政
府
|:
し
て
此
卯
珩
効 

对
る
補
充
財
塬
か
以
て
す
る
1
1あ
ら
^
ん
ぱ
、
篮
金
燎
止
は
恐
ら
く
闽 

雛
な
る
問
胆
か
截
起
ず
る
|-
至
る
可
し
と
云
ふ
に
あ
リ
、
尙
ぼ
著
#
は 

同
じ
く
前
篇
に
於
て
關
稅
其
名
か
政
治
經
濟
、
財
政
0
諮
方
前
ょ
リ
觀 

察
し
、
進
，ん
T
關
稅
と
内
地
桃
と
の
蘭
係
、
蠢

f

の
商
業
政
浓
I: 

及
べ
9
、
次
ぎ
に
後
篇
|:
於
て
、
翁
H

i

し
ズ
躕
稅
0
行
政
組
織 

方
而
に
於
け
る
變
遛
、
梅
關
の
紺
織
、
關
税
潔
に
關
す
る
自
已
0
见 

解
等
か
以
て
し
、
E

U
附
錄
.と
し
て
、
支
那
現
瞄
|:
於
け
る
税
關
の
所 

在
地 

> 千
八
宵
六
十
四
邮
ょ
り
千
九
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f
三
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U茧
る
同
_
關
桃
の
收
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入
表
、
同
時
期
間
|:
於
け
ふ
.文
那
其
游
の
輸
出
入
額
等
如
以
て
し
、
出 

來
丈
け
、
木
問
题
の
眞
相
か
明
か
に
せ
ん
と
せ
リ
、
蓋
、
對
支
!?
|
]超
の
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嗆
し
さ
今
H
I;
於
て
、
本
着
の
如
さ
は
雜
人
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謂
す
ろ
に
足
る
好
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大

正

六
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四

刀

布

製

_

發
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猫
版
三
亩
六
十
ご
^
足
價
グ
则
六
十
錢

木
讲
は
經
濟
战
の
全
般
!1
II

リ
ズ6

.

理
と
贺
際
と
か
節
明
茴
観
に
講 

述
し
、
大
取
粗
度
の
绺
生
U

斯
a

に
關
す
る
：止
破
^
る
知
識
か
與
ふ
る
一 

祺
か
虫
眼
と
せ
る
も
の
で
あ
る
と
拟
は
れ
る
。
:!
!
:ハ
記
述
の
髖
裁
は
#
通 

の
形
式
！:
依
リ
て
第1

線
緖
論
、
第
二
編
也
産
、
第
三
編
交
易
、
辦
四 

編
分
挪
並
に
桀
玉
編
消
役
の
顺
序
か
以
て
解
說
务
進
め
、
各
縝
に
論
述\ 

せ
る
種
々
の
项
以

1

槪
ね
世
間
に
泞
は
る
ゝ
經
濟
原
論
の
项S

：

と
，略

ぼ\ 

問
一
で
あ
石
。
然
し
な
が
ら
、
各
論
題
の
內
容
に
茧
リ
て
は
決
し
て
換
一 

t

雜
胎
的
，の
1

の
で
|1

尨
く
、
著
潜
獨
得
の
鋭
利
の
論
法
と
縫
健
眞
摯 

の
_

致
と
か
以
て
獨
创
的
解
說
か
試
み
て
焐
ら
る
、
の
み
な
ら
す
、
未

I 

だ
經
濟
學
港
間
に
於
て
全
然
珙
說
の
一
致
せ
ざ
る
幾
多
の
間
姐
に
就
旮I 

て
は
敢
然
翁
#.

の
拮
說
か
铖
餹
し
、
J:
L

つ
其
の
正
磘
な
る
所
以
か
砠
底
一 

的I
I

說
か
れ
て
思
る
。】

1

三
の
例
4.

擧
ぐ
れ
は
、财
货
|:

就
^
ズ
は
山
崎 

博
士
は
.全
然
物
體
說
な
採
リ
て
、
無
形
物
か
ば
經
濟
财
と
游
做
す
の
誤 

れ
る
こ
と
か
指
摘
し
、
it
m

の
効
川
I-

關
し
て
は
财
產
0

大
小
に
侬
リ 

て
犛
差
か
生
す
る
1

0

な
る
祺
か
適
切
な
る
假
例
か
殷
け
て
說
明
し
、

E

U
利
子
の
木
贸
|:
就
咅
て
lr
㈣
子
な
以
て
資
木
と
爲
す
M
説
^
排
し 

て
货
幣
說
卯
ち
刺
子
か
以
て
货
幣
の
使
;1
1

^
と
#
做
す
の
說
.か
採
リ
、
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つ
て
利
子
步
合
論
に
於
て
も
资
木
の
、也
逄
ヵ
が
观
子
步
合
か
诧
む
み 

も
の
で
ゎ
る
と
か
或
ば
之
に
.
類
似
せ
る
蓰
說
|:

一
廉
も
與
へ
す
、
金
刺 

は
资
金
の
需
州
と
供
給
と
の
關
係
じ
侬
リ
ズ
定
ま
る
も
の
で
あ
る
と
論 

噺
さ
れ
、
且
'
つ
利
潤
論
|:

對
し
て
も
賜
說
的
骷
述
|:

侬
ら
す
し
て
1:
際 

と
合
致
せ
る
說
明
が
如
へ
て
あ
る
。
又
、
卯
解
說
0

方
法
1:
就
咅
て
云 

ふ
も
、
本
锴
|:

は
做
か
じ
一
個
の
#

畏
か
備
へ
て
屈
る
。
そ
れ
は
祓
雜 

難
解
0

擧
理
の
說
明
|:

對

し

て

容

易|:
模

做

し

雛

务

適

切

巧

妙

な

る

據 

、喻
4-

川
0\

ら

れ

て

讯

：る

こ

と

で

あ

.
る
0
"

耍
ヤ
る
^
’本
鄯
は
其
外
形
に
於
て
何
等
新
帘
各
裝
は
す
-
其
內
容
!: 

於て論理的叙述上迤も益する所なき銜绺的別照か以 

て
讀
潘
か
煩
は
す
の
通
弊
|5
胳
ゐ
る
こ
と
な
迦
け
た
る一

筒
の
謙
譲
的 

蕃
作
で
は
あ
る
が
、
其
論
構
の
秧
序
弗
然
と
し
て一

片
の
跋
句I

ル
節
が 

交
へ
中
、論
法
は
庳
利
明
確
で
、
出
來
得
る
限
リ
科
學
的
に
經
濟
擧
あ
取
：
 

扱
ひ
、
而
.か
も
解
說
が
鰓
妙
剴
切
で
あ
る
が
爲
め
諧
渚
^
し
て
興
味
绯 

々
?:
る

も

规

へ

し

む

る

の

點

1C

於

て

ボ

带0
布
に
出
づ
る
經
濟
旭
論
か 

求
む
る
、
>と
は
蝥
し
_
雛
で
あ
る
と
忍
は
れ
る
。
本
带
は
义
兆
容
植
|; 

於
て
は
大
藉
述
で
は
な
い
が
、
正
磘
と
節
潔
と
叨
條
と
か
特
位
と
せ
る 

點
|:
於
て
後
级
1
!模
職
4 *
所
し
?;
る|

名
^
と 
一

K

は
、ざ
る
^
得
な
い
。
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